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事業展開、経営革新やベンチャー企業創出を目指した「フーズ＆アグリ・バイオネットワーク構築」ということで、パート［Ⅰ］の 小麦の主要品種と今後の展望 では、生産者～消費者までの素材・製品の基本情報になり、かつ流通、加工、消費の皆さんに新たな希望を与え、夢を見させてくれる品種の特性・品質を一覧できるように整理した。

その核である下記の重要性は、


このパート［Ⅱ］の 窒素供給と作物収量・品質 でも同じである。
理由は、同じ作物、品種でも窒素供給の違いで収量・品質が異なるからである。特に、土壌の窒素供給の違いが作物の収量・品質へ大きく影響する。従って、土壌の窒素供給量の違いを理解することが、生産～消費までの相互理解を共有するために重要になる。
［Ⅱ］　窒素供給と作物収量・品質
はじめに

農業は土壌に作物の種を播き、施肥・栽培管理をして、でん粉、糖、蛋白質、ミネラル、ビタミン、繊維などを含む農産物を生産、収穫する。そうして得た農産物は流通－加工－消費を通してお金になり、食の結果としてわれわれの命となる。従って、作物が農産物になる過程の相互理解は大変大切なことである。そこで、パート［Ⅱ］では先ずは表題にある“窒素供給”の「作物が農産物になる過程」で持つ意味を予習しておきたい。
一方、土壌は農業生産の基盤で、農産物を再生産注1）するにも拘らず、日頃あまり興味をもたれることはない。むしろ土壌の話をすると「難しい」、と嫌がられることの方が多い。その背景には、土壌は“汚い”の代名詞28)であり、平面的な退屈な存在で、食べることもない、といったことが考えられる。また、土壌は地形･地質･気象条件によって極めて多様で、細分化されており、専門家がその域にふれると「難しい」がこみ上げてくるのであろうと想像している。しかし、「母なる大地」であり、土壌の仕組みを知ることは地球環境やエコロジーを考える必須知識である、とお考え頂きたい。そうした視点で、土壌のイメージも描いておきたい。
さらに、土壌の種類について触れておきたい。世界を見れば当然だが、北海道を見ても多様な土壌が複雑に分布している。湿原に存在する泥炭土壌、河川流域に存在する沖積土壌、台地に存在する火山灰土壌、丘陵地に存在する褐色森林土壌などである7)。先述のように、これらはさらに細区分されているが、細分化の話は“土壌の話の難しさ”の印象を強めるだけなので、ここでは触れない。
以下は、これまでに蓄積したデータを用いて、北海道の大規模畑作地帯の十勝地方に広く分布する沖積土壌、火山灰土壌の窒素供給の違いを中心に、窒素供給量の作物収量・品質への影響20)、土壌窒素供給量把握の重要性17)を紹介する。
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「持続的な農業生産、安定した流通・加工、安全な食生活」のためには、相互の正しい状況認識と信頼による上手な連携が極めて重要である、との認識を深めていくことが不可欠である。キーワード的には“相互の正しい科学的裏づけを尊重した認識、信頼”となる。












































注1)　再生産：土壌は、人が適正に維持してやれば、千年も万年も食の糧を生産し続ける。機能的には、株の乱高下や、人の耕作放棄などには左右されない。例えば、自動車産業が撤退したデトロイトでは、“貧困を救う空き地農業（日本農業新聞／2009.05.20(1)）”が出現している。その土壌に重金属汚染がないことを祈りたい。








